
会
の
田
向
さ
ん
か
ら

月

月

日
付
け
総
発

号

「
楽
し
く
な
け
れ
ば
、
集
ま

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

6

21

5

7

18

日
佐
世
保
、
旧
戸
尾
小
で
開

で
募
集
し
た
「
組
織
拡
大
・

ら
な
い
。
真
面
目
で
な
け
れ

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
の
配
置
実
現

催
さ
れ
る
「
戦
争
法
制
反
対

強
化
の
標
語
」
に
つ
い
て

ば
、
続
か
な
い
」
が
紹
介
さ

や
プ
ラ
ス
ワ
ン
推
進
運

27

集
会
」
の
紹
介
と
参
加
の
呼

作
品
応
募
が
あ
り
、
大
会
参

れ
、
同
時
に
「
高
退
教
は
高

動
、
さ
ら
に
は
成
績
主
義

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

加
の
代
議
員
で
投
票
を
し
て

教
組
の
最
大
の
応
援
団
で
あ

賃
金
導
入
に
関
連
し
て
の

ま
た
、
全
教
共
済
の
自
動

い
た
だ
き
、
最
優
秀
賞

作

る
」
と
し
て
高
教
組
運
動
へ

働
き
方
の
提
案
な
ど
が
あ

1

車
共
済
を
中
心
と
す
る
呼
び

品
と
優
秀
賞

作
品
を
決
定

の
積
極
的
な
支
援
を
表
明
し

り
ま
し
た
。「
民
主
教
育
、

2

長
崎
高
教
組
は
、

月

行
委
員
会
を
代
表
し
て
挨
拶

か
け
と
、
自
動
車
共
済
に
関

し
ま
し
た
。
午
後
の
休
憩
時

ま
し
た
。

教
育
条
件
」
に
関
わ
っ
て

6

20

日
、
諫
早
高
城
会
館
で
第

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要
旨

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
（

間
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

第

号
議
案
、
第

号
議

は
、
定
時
制
分
会
や
障
害

86

254

2

3

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

は
別
掲
の
通
り
で
す
。

人
）
を
対
象
と
し
た
抽
選
会

表
彰
作
品
、
受
賞
者
は
別
掲

案
を
中
心
と
す
る
討
論
の
中

児
学
校
分
会
か
ら
積
極
的

た
。
各
支
部
・
分
会
の
代
議

午
前
中
は
、
第

号
か
ら

が
行
わ
れ
、

人
に
ド
ラ
イ

し
ま
す
。
今
後
、
組
織
拡
大

で
は
、「
組
織
・
拡
大
強
化
」

な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

1

12

員

人
、
本
部

人
が
参
加

第

号
議
案
の
提
案
を
本
部

ブ
リ
コ
ー
ダ
ー
が
当
た
り
ま

強
化
の
と
り
く
み
に
活
用
し

に
関
わ
っ
て
、
新
規
加
入
者

ま
た
、

歳
選
挙
権
へ
の

50

5

6

18

し
ま
し
た
。

が
行
い
、

点
の
質
疑
が
出

ン
ペ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
」（
対

し
た
。
定
期
大
会
に
参
加
さ

て
い
き
ま
す
。

自
身
や
新
規
加
入
者
を
迎
え

対
応
や
、
夏
季
教
研
の
内

5

鍛
治
副
委
員
長
の
熱
の
こ

さ
れ
、
昼
休
み
を
挟
ん
で
本

象
者×

千
円
）
を
贈
呈
し
ま

れ
た
方
で
当
た
っ
た
方
も
い

午
後
の

た
分
会
か
ら
ユ
ー
モ
ア
を
交

容
紹
介
な
ど
も
あ
り
ま
し

も
っ
た
開
会
宣
言
の
の
ち
、

部
か
ら
回
答
が
な
さ
れ
ま
し

し
た
。
ま
た
、

月
か
ら
の

て
、
大
喜
び
で
し
た
。
当
選

再
開
に
先

え
た
報
告
が
な
さ
れ
大
い
に

た
。
「
憲
法
、
平
和
、
民

4

小
田
委
員
長
が
執
行
委
員
会

た
。

総
合
共
済
加
入
者
が
あ
っ
た

者
は
、
別
に
掲
載
し
ま
す
。

駆
け
て
、

盛
り
上
が
る
と
同
時
に
、
障

主
主
義
」に
関
わ
っ
て
は
、

を
代
表
し
て

点
に
ま
と
め

昼
食
休
憩
時
に
は
、
新
採

分
会
（
分
会
名
は
別
掲
）

高
退
教
の

害
児
学
校
分
会
か
ら
「

か

お
お
と
り
運
送
争
議
の
支

3

7

3

て
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
要

者
に
対
し
て
全
教
共
済
呼
び

へ
加
入
者
分
の
「
マ
モ
ル
ン

吉
岡
事
務
局
長
か
ら
、
高
退

年
計
画
」
に
触
発
さ
れ
て
の

援
、
「
戦
争
法
制
」
阻
止

旨
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

か
け
を
お
こ
な
っ
た

の
分

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
を
お
渡
し

教
の
紹
介
と
退
職
後
の
加
入

決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
行
動
の
報
告
が
力
強

12

続
い
て
、
全
教
書
記
次
長

会
（
分
会
名
は
別
掲
）
に
対

し
ま
し
た
。

の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し

「
生
活
向
上
、
権
利
確
立
」

く
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
言

の
土
方
功
さ
ん
か
ら
全
教
執

し
て
「
新
採
総
当
た
り
キ
ャ

続
い
て
、
佐
世
保

条
の

た
。
高
退
教
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
関
わ
っ
て
は
、
ス
ク
ー
ル

者
は
、
本
部
を
の
ぞ
い
て

9

の
べ

人
で
し
た
。

22
討
議
終
了
後
、
議
案
の

採
決
が
行
わ
れ
、
「
２
０

１
４
年
度
決
算
」
「
２
０

１
５
年
度
運
動
方
針
」｢

長

崎
高
教
組
組
織
建
設

カ
3

年
計
画
」
「
２
０
１
５
年

度
予
算
」
「
選
挙
管
理
委

員
」「
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

の

つ
の
議
案
が
採
決
さ

6
れ
ま
し
た
。

次
号
で
、
討
論
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

長崎高教組第86回定期大会開催

熱い発言の連続に感動
若い教職員の思いと「戦争法制」を廃案に

追い込む決意に満ちあふれた感動の定期大会

小
田
委
員
長
の
挨
拶
（
要
旨
）

「
長
崎
高
教
組
組
織
建
設

か
年
計
画
」
を
組
合
員
み
ん
な
で

3

共
有
し
、
組
織
の
拡
大
・
強
化
を
す
す
め
ま
し
ょ
う

民
主
主
義
の
学
習
と
実
践
を
す
す
め
、
未
来
の
主
権
者
に
真
の

民
主
主
義
を
根
付
か
せ
る
教
育
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

「

か
年
計
画
」
を
策
定

3

す
る
あ
た
っ
て
次
の

点
を

4

確
認

①
組
合
活
動
の
合
法
性

②
高
教
組
が
実
現
し
た
成
果

と
は
た
し
て
き
た
役
割

③
高
教
組
運
動
継
続
の
た
め

に
専
従
役
員
体
制
維
持
・

拡
大
の
重
要
性

④
組
織
の
拡
大
が
不
可
欠

そ
の
上
で
、｢

か
年
計
画｣

3

の
と
り
く
み
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
次
の

点
を
確

2

認

①
全
て
の
未
組
合
員
を
対
象

者
と
し
て
、
全
て
の
組
合

員
が
「
声
か
け
」
と
「
対

話
」
を
お
こ
な
う｢

総
当

た
り｣

の
完
遂

②
誰
に
で
も
で
き
る
見
え
る

活
動
の
実
践

本
年
度
新
採
者

人
を
含

2

め
て
、

月
か
ら
す
で
に

4

8

人
の
新
加
入
が
あ
り
ま
し

た
。
今
、
「
声
か
け
」
を
待

っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
自

信
を
持
っ
て
、
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
の
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
・
降
伏
文

書
調
印
後
に
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
の
指
導
で

な
さ
れ
た
一
連
の
改
革
に
よ

り
確
立
さ
れ
た
日
本
の
民
主

主
義
は
、
欧
米
に
比
し
、
下

か
ら
の
運
動
で
獲
得
し
た
も

の
で
な
く
、
上
か
ら
下
さ
れ

た
と
こ
ろ
に
弱
点
や
ジ
レ
ン

マ
が
あ
り
ま
す
。

明
治
学
院
大
学
教
授
で
作

「
憲
法
を
守
り
、
い
か
す
」
思
い
を
共
有
し
て
、「
戦
争
法
制
」
を

廃
案
に
お
い
こ
む
運
動
に
全
力
で
と
り
く
み
ま
し
ょ
う

家
の
高
橋
源
一
郎
さ
ん
の
『
僕

ら
の
民
主
主
義
な
ん
だ
ぜ
』

（
朝
日
新
書
）
が
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
を
き
っ
か
け

に
表
面
化
し
た
日
本
の
民
主

主
義
の
脆
弱
さ
克
服
の
た
め
、

民
主
主
義
の
基
盤
と
な
る
対

話
の
重
要
性
を
高
橋
氏
は
訴

え
て
い
ま
す
。
民
主
主
義
は
、

最
後
は
多
数
決
に
拠
る
と
し

て
も
、
そ
れ
以
前
に
少
数
の

意
見
に
耳
を
傾
け
、
対
話
を

ふ
ま
え
て
結
論
に
進
み
ま
す
。

民
主
主
義
の
真
の
姿
と
し
て
、

高
橋
氏
の
「
民
主
主
義
と
は
、

意
見
が
通
ら
な
か
っ
た
少
数

派
が
、
そ
れ
で
も
、
『
あ
り
が

と
う
』
と
い
う
こ
と
の
で
き

る
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
と
い

う
一
文
を
紹
介
し
ま
す
。

自
分
の
意
見
に
与
し
な
い

相
手
を
す
ぐ
に
罵
倒
す
る
風

潮
が
強
ま
る
中
、
そ
し
て
数

の
論
理
で
早
々
に
憲
法
す
ら

変
更
さ
れ
そ
う
な
現
在
、
私

た
ち
は
民
主
主
義
に
試
さ
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
学
習

を
深
め
、
実
践
を
行
い
、
未

来
の
主
権
者
に
真
の
民
主
主

義
を
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の

反
省
の
上
に
立
っ
て
、
日
本

国
憲
法
を
制
定
し
、
恒
久
平

和
主
義
を
高
ら
か
に
謳
い
、

条
に
誓
っ
て
戦
後

年
間

9

70

「
戦
争
を
し
な
い
国
」
と
し

て
世
界
の
国
々
か
ら
信
頼
さ

れ
て
き
た
日
本
が
、
「
安
倍

独
裁
」
の
も
と
で
変
質
さ
せ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
戦
争
法
制
」
の
中
核
で
あ

る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
に
関
し
て
は
、
圧
倒
的
多

数
の
憲
法
学
者
の
「
憲
法
違

反
」
の
指
摘
や
「
立
憲
主
義

に
反
す
る
」
と
い
う
声
を
無

視
し
、
数
の
論
理
で
「
戦
争

法
制
」
を
強
行
採
決
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

昨
年

月
以
来
、
長
崎
高

3

教
組
は
「
怒
り
の
青
龍
」「
護

憲
の
赤
龍
」
の
と
り
く
み
を

通
し
て
、
安
倍
政
権
へ
の
怒

り
と
憲
法
に
つ
い
て
の
学
習

を
深
め
、
憲
法
を
守
り
い
か

す
思
い
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

平
和
主
義
が
危
機
に
直
面
し

て
い
る
今
、
声
を
あ
げ
、
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

は
、
ま
ず
数
の
論
理
を
越
え

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
信

じ
、
そ
れ
を
広
め
て
い
く
こ

と
。
そ
し
て
数
の
論
理
を
超

え
る
世
論
を
形
成
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
声
を
あ
げ
、
行

動
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。

世
論
の
高
ま
り
、
国
会
へ

の
直
接
行
動
、
国
会
議
員
へ

の
直
接
行
動
で
「
戦
争
法
制
」

を
廃
案
に
追
い
込
む
こ
と
は

可
能
で
す
。
ま
ず
、
全
教
提

起
の
「
全
国
教
職
員
投
票
」

で
教
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意

思
を
表
明
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
と
り
く
み
を
通
し
て
、「
戦

争
法
制
」
の
問
題
点
、
教
え

子
、
若
者
た
ち
、
自
分
の
子

や
孫
を
殺
し
殺
さ
れ
る
戦
場

に
送
る
こ
と
に
な
る
愚
か
し

さ
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

県
選
出
の
衆
議
院
議
員
へ

の
「
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
に

積
極
的
に
と
り
く
み
、
被
爆

県
長
崎
の
教
職
員
と
し
て
、

再
び
戦
争
の
惨
禍
を
も
た
ら

す
「
戦
争
法
制
」
に
賛
成
の

議
員
は
許
せ
な
い
と
、
一
人

ひ
と
り
が
訴
え
ま
し
ょ
う
。

国
会
周
辺
は
、
燃
え
上
が

り
始
め
ま
し
た
。
国
会
包
囲

行
動
、「
戦
争
法
制
」
反
対
の

集
会
に
一
人
で
も
多
く
参
加

し
て
、
私
た
ち
の
思
い
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

【
上
の
写
真
】

抽
選
を
行
う

全
教
の
土
方

書

記

次

長

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号

長崎高教組会館
長崎県高等学校教職員組合

5 (095)-827-5882
F A X (095)-826-2976
編集責任者 小 田 誠
購 読 料 一 部 １ ０ 円

組 合 員 は 組 合 費 に 含 む

メールアドレス
nagaｰkks@fsinet.
or.jp

長 崎 高 教 組 新 聞(1) 第1590号 2015年6月15日(月) 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号

長崎高教組会館
長崎県高等学校教職員組合

5 (095)-827-5882
F A X (095)-826-2976
編集責任者 小 田 誠
購 読 料 一 部 １ ０ 円

組 合 員 は 組 合 費 に 含 む

メールアドレス
nagaｰkks@fsinet.
or.jp



最
優
秀
賞
受
賞
者
井
野
口

先
生
の
言
葉

「
組
合
」
の
「
あ
い
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、

組
合
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

「
出
逢
い
」
や
「
ふ
れ
会

い
」
は
、
互
い
を
高
め
あ

う
「
高
め
愛
」
が
可
能
で

あ
り
、
「
高
め
愛
」
を
み

ん
な
で
実
現
し
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
を
表
現
し

ま
し
た
。

土
方
功
全
教
書
記
次
長
の
挨
拶
（
要
旨
）

「
戦
争
法
制
」
を
廃
案
に
追
い
込
む
国
民
的
共
同
を
！

自
衛
隊
を
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
海
外
派
遣
さ
せ
る
二
つ

の
法
案
は
、
い
か
に
言
葉
を

ご
ま
か
そ
う
と
も
「
戦
争
法

案
」
そ
の
も
の
で
、
「
憲
法

違
反
」「
立
憲
主
義
の
否
定
」

は
明
ら
か
で
す
。
安
倍
政
権

が
合
憲
論
の
根
拠
と
し
て
出

し
て
き
た
、

年
の
砂
川
事

59

件
最
高
裁
判
決
は
集
団
的
自

衛
権
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た

年
の
政
府
見
解
は
真
正

72
面
か
ら
集
団
的
自
衛
権
を
違

憲
と
し
て
い
ま
す
。

国
会
周
辺
の
座
り
込
み
に

は
、
全
教
の
旗
も
日
教
組
の

旗
も
へ
ん
ぽ
ん
と
翻
り
、「
戦

争
法
案
」
廃
案
で
の
一
点
共

同
の
運
動
の
力
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
衆
院
特
別
委
員
会
で

の
中
谷
防
衛
大
臣
が
事
務
方

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
答
弁
す
る
姿
は
、
と
に

か
く
審
議
時
間

時
間
を
こ

80

な
し
て
、
議
決
に
持
ち
込
も

う
と
い
う
意
図
が
み
え
み
え

で
す
。
そ
し
て
、
戦
後

年
70

の

月

日
、

月

日
、

8

6

8

9

そ
し
て

月

日
を
「
日
本

8

15

を
戦
争
す
る
国
」
に
す
る
た

め
の
法
案
審
議
に
汚
さ
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

月

日
の
横
浜
で
の
憲

5

3

法
集
会
に

万
人
が
集
ま

3

り
、
カ
ン
パ
も

千
万
円
を

1

超
え
ま
し
た
。
京
都
で
の

「
『
戦
争
立
法
』
を
許
す
な
！

・

つ
ど
い
＆
パ
レ
ー

5

31

ド
」
に

人
の
先
生
方
が
集

850

ま
り
ま
し
た
。
さ
い
た
ま

市
で
の
「

・

オ
ー
ル
埼

5

31

玉
総
行
動

集
団
的
自
衛
権

反
対

万
人
集
会
」
に
多
く

1

の
人
々
が
集
い
、
高
校
生
が

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
反
対

の
署
名
を
行
っ
て
い
る
」
と

発
言
し
ま
し
た
。
戦
争
に
直

面
す
る
若
い
人
々
の
中
に
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

国
民
的
な
共
同
を
実
現
す
べ

き
で
す
。

安
倍
政
権
の
策
動
に
国
民
の
声
を
高
め
て
い
こ
う

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
辺
野
古
基
地
問

題
に
つ
い
て
、

月

日
か

7

25

ら
の

日
間
「
オ
ー
ル
沖
縄

3

連
帯
支
援
」
沖
縄
ツ
ァ
ー
へ

長
崎
か
ら
も
若
い
教
職
員
の

積
極
的
な
参
加
が
実
現
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
阪
都
構
想
住
民
投
票
、

沖
縄
辺
野
古
基
地
移
転
反
対

で
は
国
民
の
声
を
結
集
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
安
倍

「
教
育
再
生
」
の
策
動
、
原

発
再
稼
働
の
動
き
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
安
倍
政
権
の
動
き

に
対
し
て
、
国
民
の
声
を
高

組
合
員
か
ら
の
「
声
か
け
」
を
待
っ
て
い
る
若
い
先
生
が
い
る

今
年
、
高
校
教
員
と
な
っ

た
娘
が
教
科
指
導
、
初
任
研
、

部
活
動
指
導
な
ど
厳
し
い
労

働
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
中

で
、
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。

経
験
に
乏
し
く
、
弱
い
教
員

を
支
え
て
く
れ
る
組
合
に
関

わ
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
若

い
先
生
方
は
、
組
合
員
か
ら

の
「
声
か
け
」
を
待
っ
て
い

ま
す
。

全教共済

「新採総当たりキャン
ペーンプレゼント」

本部に報告のあった以

下の12校にプレゼントを

お渡ししました。

長崎工業②

長崎鶴洋①

佐世保南②

佐世保北②

佐世保特別支援⑥

大村工業③

島原工業②

島原農業②

口加①

猶興館②

鹿町工業②

壱岐商業②

（丸数字は新採数）

未報告の分会は早急に

ご報告ください。

全教共済

「マモルントートバッ
グプレゼント」

今年度総合共済等新規

加入があった分会です。

長崎工業

佐世保特別支援

川棚時別支援

波佐見

五島定時

対馬

虹が原対馬分教室

本人・勧誘者へのクオ

カードはすでに渡し済み。

「組織建設3か年計画」

組織拡大・強化 標語

【
最
優
秀
賞
】

組
合
は

出
逢
い

ふ
れ
会
い

高
め
愛

佐
世
保
商
業
分
会

井
野
口
隆
一
先
生

【
優
秀
賞
】

現
在
の
課
題
と
明
日
へ
の
希
望
、
共
に
語
ろ
う

高
教
組

い

ま

鳴
滝
定
時
昼
間
部
分
会

一
瀬
敦
子
先
生

生
き
が
い
は

生
徒
と
仲
間
の

笑
顔
か
ら

西
陵
分
会

下
窄
泰
次
先
生

国会周辺は燃え上がっています
6月13日田島さん(波佐見)、6月14日田島さん・田中さん(大村工業)、6月18日菅さん(小

浜)・岡山さん(明誠)、6月22日鈴木さん(鳴滝夜間)・立川さん(大村城南)、6月24日古川さ

ん(大村定時)・寺田さん(小浜・本部)が、「戦争法制」を廃案にするための集会、国会包囲

行動、座り込みに参加しています。9月までの国会の延長が決まりました。まだまだ闘いは

続きます。多くの先生方、特に若い先生方に、国会周辺の状況を、見て、肌で感じて、長

崎で、学校で行動を起こすことを期待します。参加希望者は本部にご連絡ください。

自動車共済

「ドライブレコーダー」

当選者
前田 祥紀(五島定)

野田 達也(佐世保中央昼)

田中 悟(大村工業)

植木 幹茂(桜ヶ丘特支)

寺川 典子(鳴滝夜間)

冨永ひとみ(鳴滝通信)

中村 博之(鶴南特支)

山口 昭宏(佐工定)

亀山 大輔(島原農業)

立川 浩(大村城南)

長嶋 正彦(高退教)

藤田加代子(高退教)

近日中に景品をお届けします。

昨年度の夏季教研での当選

者も紹介します。

久米 英彦(佐工全日)

石橋 明子(長崎商業)

藤本 和弘(口加)

松尾 幸祐(国見)

国分 正博(諫早商業)

渕上 隆(長工定時)

松尾 親義(鳴滝夜間)

緒方 毅(高退教)

辻 裕子(高退教)

吉武 輝美(高退教)

全教共済（長共済）では、

今後も加入者に還元する企画

を計画したいと考えています。

今後とも、よろしくお願い

いたします。

戦
争
法
案
（
安
保
法
制
）
が
国
会
で
審

議
さ
れ
て
い
る
中
、
体
を
張
っ
て
も
阻
止

し
た
い
私
は
、

月

日
・

日
の

日

6

13

14

2

間
、

つ
の
異
な
る
集
会
に
参
加
さ
せ
て

3

も
ら
い
ま
し
た
。

日
目
は
昼
か
ら
、
お
台
場
近
く
の
広

1
大
な
防
災
公
園
で
「
安
倍
暴
走
政
治
Ｎ

Ｏ
！
」
の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
最
寄

り
の
電
車
の
駅
に
降
り
立
つ
と
、
開
始
40

分
前
と
い
う
の
に
、
手
作
り
の
ゼ
ッ
ケ
ン

や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
人
た
ち
が
群
が

っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
へ
の
道
路
も
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
で
、
一
瞬
違
う
世
界
に
迷

い
込
ん
だ
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。

広
大
な
広
場
一
帯
に
集
ま
っ
た

万
1

6

千
人
の
人
た
ち
を
飲
み
込
ん
だ
集
会
は
、

共
産
党
の
志
位
委
員
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

様
々
な
立
場
の
人
た
ち
の
怒
り
に
満
ち
た

発
言
で
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
お
台

場
方
面
」
「
豊
洲
方
面
」
に
分
か
れ
て
デ
モ

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
豊
洲
コ

ー
ス
の
デ
モ
に
加
わ
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
叫
び
な
が
ら

分
ほ
ど
歩
き
ま
し

50

た
。
沿
道
や
ア
パ
ー
ト
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、

手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
声
を
か
け
た
り
し

て
く
れ
る
人
も
い
て
、
大
変
心
強
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

日
目
は
朝
か
ら
、
国
会
議
事
堂
の
近

2
く
で
「
憲
法
闘
争
全
国
交
流
集
会
」
が
あ

り
、
そ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
会

に
は
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
関
係
の
人
が
全

国
か
ら

人
弱
集
ま
り
、
交
流
を
行
い
ま

100

し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
日
曜
討
論
に
参
加
し
た

ば
か
り
の
共
産
党
の
小
池
議
員
の
話
（
高

村
自
民
党
副
総
裁
と
の
バ
ト
ル
の
話
）
は
、

笑
い
も
誘
い
大
い
に
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
２
時
か
ら
始
ま
っ
た
国
会
包
囲
行

動
は
、
私
が
着
い
た
時
に
は
も
の
す
ご
く

多
く
の
人
た
ち
が
「
戦
争
を
ゆ
る
す
な
」「
憲

法
９
条
を
守
れ
」
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
ち
、
右
に
左
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
全
教
の
人
た
ち
が
い
る
国
会
図
書
館

前
に
行
き
、
一
緒
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
広
大
な
敷
地
に
あ

る
国
会
議
事
堂
の
、
道
路
を
挟
ん
だ
外
側

に
包
囲
し
た
人
並
み
は
、
真
剣
に
戦
争
法

案
反
対
へ
の
意
思
表
示
を
行
っ
て
お
り
、

私
は
思
わ
ず
鳥
肌
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
だ
け
の
人
た
ち
が
同
じ
行
動
に

立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
涙
が

出
る
思
い
を
し
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
が

い
く
つ
か
の
場
所
に
つ
け
ら
れ
て
、
ど
こ

に
い
て
も
挨
拶
や
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の

声
が
聞
か
れ
、
離
れ
て
い
て
も
連
帯
感
を

感
じ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

万

千
人

2

5

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の

日
間
の
行
動
は
、
今
ま
で
参
加

2

し
た
ど
の
中

央
動
員
よ
り

も
内
容
が
濃

く
、
充
実
し

た
も
の
で
し

た
。
戦
争
法

案
は
必
ず
阻

止
で
き
る
と

確
信
し
た
2

日
間
で
し
た
。

「
戦
争
法
案
」
は
阻
止
で
き
る
と
確
信
し
た

日
間

2

波
佐
見
高
校
分
会

田
島

章
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